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菅
茶
山
と
乗
如
上
人 

 
 

 
 

は
じ
め
に 

菅
茶
山
は
近
く
の
寺
院
を
訪
ね
て
、
学
僧
と
交
流
し
た
り
、
詩
会
を
開
い
て
い
る
。
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
の
中
に
そ
の
学
僧 

の
名
前
が
み
ら
れ
る
。
大
空
上
人
（
遍
照
寺
）
、
嶺
松
上
人
（
光
蓮
寺
）
、
如
実
上
人
（
国
分
寺
）
、
乗
如
上
人
（
寶
泉 

寺
）
、
祐
教
上
人
（
明
正
寺
）
な
ど
で
あ
る
。
他
に
も
龍
泉
寺
、
西
福
寺
、
東
福
院
、
寒
水
寺
な
ど
に
も
足
繁
く
通
っ
て
い 

る
。
こ
の
中
で
長
期
に
わ
た
り
交
流
し
た
の
が
乗
如
上
人
で
は
な
か
ろ
う
か
。
寶
泉
寺
か
ら
発
刊
さ
れ
た
寺
伝
書
「
龜
居
山 

觀
音
院
寶
泉
寺
」
等
を
参
考
に
し
て
、
乗
如
上
人
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
の
か
、
菅
茶
山
と
の
交
流
を
明
ら
か
に 

し
た
い
。
寺
伝
書
に
あ
る
「
高
野
山
寶
門
主
乘
如
前
官
壽
像
」
を
見
て
驚
く
の
は
、
真
言
宗
檀
家
の
仏
壇
に
あ
る
「
弘
法 

大
師
像
」
と
同
じ
法
衣
と
座
す
姿
で
あ
り
、
高
野
山
真
言
宗
の
第
三
五
八
世
座
主
で
、
幕
末
期
に
高
野
山
真
言
宗
を
率
い
た 

人
物
な
の
で
あ
る
。
茶
山
と
十
一
歳
年
少
の
乗
如
上
人
の
関
係
を
み
て
み
た
い
。 

 

 
 

一 

寶
泉
寺
に
つ
い
て
（
福
山
市
神
辺
町
徳
田
） 

福
塩
線
湯
田
村
駅
の
北
側
に
隣
接
し
て
建
つ
高
野
山
真
言
宗
準
別
格
本
山
で
山
号
は
龜
居
山
で
あ
る
。
乘
如
上
人
書
の 

「
龜
居
山
寶
泉
寺
縁
由
実
記
」
に
よ
る
と 

 

天
長
年
中
（
九
世
紀
前
半
）
の
創
建
と
伝
え
、
本
尊
は
、
観
世
音
菩
薩
で
龜
居
山
と
号
し
観
音
院
と
称
し
寶
泉
院 

と
名
乗
る
。
そ
の
後
い
つ
の
頃
か
廃
寺
と
な
る
。
正
安
～
観
応
年
間
（
十
四
世
紀
前
半
）
の
頃
、
宥
鍰
（
ゆ
う
か
ん
） 

上
人
が
廃
寺
を
再
建
し
住
職
と
な
っ
た
が
、
再
び
荒
れ
る
。 

元
禄
年
中
（
一
六
九
〇
年
代
）
に
宥
辨
（
ゆ
う
べ
ん
）
上
人
が
再
建
に
尽
く
し
、
中
興
の
祖
と
さ
れ
て
い
る
。 

し
か
し
、
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
の
火
災
で
こ
と
ご
と
く
灰
燼
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
。
四
世
宥
栄
上
人
が
復
興 

に
努
め
た
。
そ
の
後
、
宥
深
上
人
、
龍
印
上
人
、
英
寂
上
人
、
観
如
上
人
と
続
き
、
十
二
世
が
乗
如
上
人
で
あ
る
。 

 

寶
泉
寺
は
境
内
地
が
低
く
、
度
々
洪
水
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
が
、
九
世
觀
如
（
か
ん
に
ょ
）
上
人
の
時
、
徳
永
徳 

右
衛
門
の
助
け
で
盛
り
土
、
本
堂
を
改
築
し
、
十
二
世
乗
如
（
じ
ょ
う
に
ょ
）
上
人
が
室
内
を
整
え
た
。 

高
野
山
正
智
院
よ
り
壁
画
を
移
し
堂
壁
に
貼
り
、
又
備
中
国
鴨
方
の
画
家
田
中
索
我
（
さ
く
が
）
に
山
水
人
物
等
を 

各
室
の
襖
や
杉
戸
に
描
か
せ
た
。
そ
の
華
麗
さ
で
「
雛
御
殿
（
ひ
な
ご
て
ん
）」
と
も
称
せ
ら
れ
た
。（
抜
粋
） 

 

 
 

 

と
あ
る
。
田
中
索
我
や
菅
茶
山
な
ど
の
襖
絵
や
墨
書
な
ど
が
多
く
が
現
存
し
て
い
る
。 

   
 
 
 
 
 

 

  
 

    二 

乗
如
上
人
と
は 

 
 
 
 
 
 

乗
如
上
人
は
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
徳
田
村
（
現
在
福
山
市
神
辺
町
）
に
生
ま
れ
る
。
父
高
木
新
九
郎
、
母
は 

徳
永
氏
で
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
高
野
山
で
入
寂
す
る
。
実
名
は
乗
如
、
假
名
は
惠
（
慧
）
充
、
号
は
丹
崖
と
称 

し
た
。 

明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
、
十
三
歳
の
時
、
寶
泉
寺
觀
如
上
人
に
従
い
剃
髪
す
る
。 

高野山寶門主乘如前官壽像 

 

高野山準別格本山 

 龜居山觀音院寶泉寺

時 
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三 

茶
山
と
の
出
会
い
と
交
流 

 
 
 
 

 

菅
茶
山
と
の
出
会
い
は
、
「
剃
髪
後
、
旁
ら
隣
村
川
北
村
菅
茶
山
に
従
い
て
経
史
詩
書
を
学
ぶ
」
と
福
田
祿
太
郎
は 

述
べ
て
い
る
。
（
丹
崖
乗
如
和
尚
畧
傳
、
備
後
史
談
巻
一
）
し
か
し
、
茶
山
は
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
か
ら
安
永
二 

年
（
一
七
七
三
）
に
京
都
に
遊
学
中
で
、
私
塾
「
金
栗
園
」
は
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
の
開
塾
で
あ
る
か
ら
、
入
塾

は
そ
の
時
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
入
塾
し
た
の
で
あ
れ
ば
開
塾
し
て
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
年
、
藤
井
料
助

（
暮
庵
、
当
時
九
歳
）
も
入
塾
し
て
お
り
共
に
机
を
並
べ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
茶
山
三
十
一
歳
、
乗
如
二
十
歳
の
時 

 
 
 

 

 

「
遍
照
寺
の
賞
月
の
筵
、
期
を
失
す
る
者
数
人
、
一
挙
し
て
以
て
前
責
を
償
わ
ん
と
擬
し
、
九
月
九
日
霊
昌
恵
充 

の
二
沙
門
、
桑
田
元
厚
及
び
余
、
同
じ
く
国
分
寺
の
後
山
に
登
高
」
（
遊
研
岩
記
） 

 

と
あ
り
、
こ
の
時
期
か
ら
茶
山
や
霊
昌
上
人
（
光
蓮
寺
住
職
）
な
ど
と
も
交
流
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
、
乗 

如
上
人
は
将
来
の
学
僧
と
し
て
茶
山
や
近
隣
の
上
人
か
ら
も
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 

さ
ら
に
は
、
こ
の
年
、
乗
如
上
人
は
高
野
山
に
登
り
、
前
の
寶
性
院
門
主
兼
正
智
院
住
職
覚
道
法
印
の
顕
密
の
教
え 

を
学
び
、
そ
の
愛
顧
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
学
僧
と
し
て
そ
の
才
を
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ 

ろ
う
。 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
茶
山
三
十
七
歳 

乗
如
二
十
六
歳 

 
 
 
 
 
 

重
陽
の
節
句
（
九
月
九
日
）
、
大
空
上
人
（
遍
照
寺
）
恵
充
（
乗
如
）
上
人
と
共
に
近
く
の
山
に
登
り
、
菊
酒 

を
味
わ
い
な
が
ら
重
陽
の
節
句
を
祝
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
遍
照
寺
も
寶
泉
寺
も
真
言
宗
の
寺
院
で
あ
り
、
二
人
の 

上
人
も
交
流
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
頃
、
乗
如
上
人
は
高
野
山
に
登
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
寶
泉
寺
に
帰
っ 

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 

  
 
 

「
登
高
同
空
・
充
二
上
人
賦
」 

 
 
 
 
 
 
 

黄
葉
夕
陽
村
舎
詩 

前
編 

巻
二 

 

大
野
秋
容
入
酒
觴 

 

大
野
秋
容 

酒
觴
（
し
ゅ
し
ょ
う
）
に
入
る 

 

登
髙
携
客
正
斜
陽 

 

登
高 

客
を
携
い 

ま
さ
に
斜
陽 

 

賞
心
且
作
須
臾
樂 

 

心
を
賞
し
て 

且
（
し
ば
ら
く
）
須
臾
（
し
ゅ
ゆ
）
楽
（
た
の
し
み
）
を
作
す 

 

世
態
難
逃
日
夜
忙 

 

世
態 

日
夜
の
忙
よ
り
逃
が
れ
難
し 

 

遠
水
忽
明
踈
雨
外 

 

遠
水 

忽
（
た
ち
ま
ち
）
明
る
し 

踈
雨
（
そ
う
）
の
外 

 

孤
巒
迥
出
暫
雲
傍 

 

孤
巒
（
こ
ら
ん
） 

迥
（
は
る
か
）
出
ず 

暫
雲
（
ざ
ん
う
ん
）
の
傍
ら 

 

人
生
幾
得
好
重
九 

 

人
生 

幾
と
き
か 

好
重
九
（
こ
う
ち
ょ
う
く
）
を
得
ん 

 

紫
菊
丹
茰
依
舊
香 

 

紫
菊
（
し
き
く
）
丹
萸
（
た
ん
ゆ
） 

旧
に
依
っ
て
香
し 

 

酒
觴 

酒
杯
。
須
臾 

 

暫
く
の
間
。 

 

世
態 

世
相
。 

踈
雨 

あ
ら
い
雨
。 

巒 

小
さ
く
と
が
っ
た
山 

 

暫 

わ
ず
か
の
間
。 

 

重
九 

重
陽
の
節
句
（
九
月
九
日
） 

萸 

か
わ
は
じ
ま
み
、
ぐ
み
。 

  
 
 

【
ち
ょ
っ
と
休
憩
】 

 

重
九 

重
陽
の
節
句 

 

 
 
 
 
 

陰
暦
九
月
九
日
。
菊
の
節
句
。
陽
に
数
で
あ
る
九
が
重
な
る
日
で
あ
る
か
ら
い
う
。
こ
の
日
に
は
「
登
高
」
と
い
っ 

 
 
 
 
 

て
、
近
く
の
小
高
い
丘
や
山
に
登
り
、
朱
萸
（
し
ゅ
ゆ
、
か
わ
は
じ
か
み
）
）
の
実
を
頭
に
さ
し
て
邪
鬼
を
は
ら
う 

習
慣
が
あ
っ
た
。
中
国
唐
代
の
詩
仏
と
呼
ば
れ
た
王
維
の
詩
に
も
重
陽
の
節
句
を
詠
ん
だ
詩
が
あ
る
。 
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九
月
九
日 

憶
山
東
兄
弟 

 

王
維 

 
 
 
 
 
 

独
在
異
郷
為
異
客 

 
 

独
り
異
郷
に
在
り
て
異
客
と
為
（
な
）
り 

 
 
 
 
 
 

毎
逢
佳
節
倍
思
親 

 
 

佳
節
に
遭
う
毎
に
倍
（
ま
す
ま
）
す
親
を
思
う 

 
 
 
 
 
 

遥
知
兄
弟
登
高
処 

 
 

遥
か
に
知
る
兄
弟
高
き
に
登
る
処
（
と
こ
ろ
） 

 
 
 
 
 
 

徧
插
朱
萸
少
一
人 

 
 

遍
（
あ
ま
ね
）
く
朱
萸
（
し
ゅ
ゆ
）
を
挿
（
さ
）
し
て
一
人
を
少
（
か
）
く
を 

 
 

 
 

寛
政
五
年
（
一
七
九
三
） 

 

乗
如
三
十
五
歳 

 
 

観
如
上
人
の
没
後
、
寛
應
上
人
（
十
世
）
、
玉
如
上
人
（
十
一
世
）
と
続
き
、
寶
泉
寺
の
十
二
世
住
職
と
な
る
。 

し
か
し
、
度
々
高
野
山
を
往
来
し
席
の
温
ま
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
住
職
が
不
在
の
時
は
、
同
宗
の
他
の
寺
院
の 

住
職
が
兼
帯
し
て
い
た
。
寶
泉
寺
は
、
西
福
寺
（
神
辺
町
川
北
）
の
上
人
が
兼
帯
し
て
い
た
。 

 
 
 
 

 寛
政
八
年
（
一
七
九
六
） 

茶
山
四
十
九
歳 

 
 
 

「
黄
葉
夕
陽
村
舎
」
が
福
山
藩
郷
校
と
な
り
、
「
廉
塾
」
「
神
辺
学
問
所
」
と
称
し
た
。 

 

寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
） 

乗
如
四
十
一
歳 

 
 
 
 

聖
善
院
住
職
と
な
る
。
法
印
と
な
り
前
門
主
と
な
る
。
後
、
正
智
院
に
転
住
し
、
衆
議
席
に
昇
進
す
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

 

寛
政
十
二
年(

一
八
〇
〇)  

 

茶
山
五
十
三
歳 

乗
如
四
十
二
歳 

 
 
 
 

茶
山
は
福
山
藩
儒
と
な
っ
て
お
り
、
藩
の
重
役
や
文
人
と
も
交
流
が
あ
る
。
そ
の
関
係
で
乗
如
上
人
も
藩
の 

重
役
と
も
交
流
が
生
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
。 

二
月
、
東
門
太
夫
と
称
し
た
藩
重
役
内
藤
景
充
宅
で
行
わ
れ
た
乗
如
上
人
の
送
別
式
で
、
茶
山
は
次
の
詩
を
送 

っ
て
い
る
。
詩
会
に
は
、
山
室
箕
山
・
中
山
光
繋
（
福
山
藩
御
側
用
人
）
佐
原
義
方
（
福
山
藩
家
老
）
な
ど
藩 

重
役
も
参
加
し
て
い
る
。 

 

「
送
惠
充
上
人
之
高
野
山 

録
舊
作
」 

 

惠
充
上
人
の
高
野
山
に
之
（
ゆ
）
く
を
送
る 

旧
作
を
録
（
し
る
）
す 

 

黄
葉
夕
陽
村
舎
詩 

後
編
巻
八 

 
 
 
 
 
 

夙
願
君
業
進 

 
 

夙
（
つ
と
）
に
願
う 

君
が
業
（
ぎ
ょ
う
）
の
進
（
す
す
）
ま
ん
を 

 
 
 
 
 
 

今
恨
君
學
成 

 
 

今
恨
（
う
ら
）
む 

君
の
学
成
（
な
）
る
を 

 
 
 
 
 
 

學
成
何
所
恨 

 
 

学
成
（
な
）
る
は
何
の
恨
む
所
ぞ 

 
 
 
 
 
 

遠
近
人
爭
迎 

 
 

遠
近 

人
争
い
迎
え
て 

 
 
 
 
 
 

妙
選
竟
難
辞 

 
 

妙
選
（
み
ょ
う
せ
ん
） 

竟
（
つ
い
）
に
辞
（
じ
）
し
難
（
が
た
）
し 

 
 
 
 
 
 

抛
此
白
社
盟 

 
 

此
の
白
社
（
は
く
し
ゃ
）
の
盟
を
抛
（
な
げ
う
）
つ 

 
 
 
 
 
 

迢
遞
鼎
臺
遠 

 
 

迢
遞
（
し
ょ
う
て
い
）
た
り 

鼎
台
（
て
い
だ
い
）
遠
く 

 
 
 
 
 
 

蒼
茫
薇
海
横 

 
 

蒼
茫
（
そ
う
ぼ
う
）
た
り 

薇
海
（
び
か
い
）
横
た
わ
る 

 

 
 
 
 
 
 

別
離
老
愈
難 
 
 

別
離 

老
い
て
愈
（
い
よ
い
よ
）
難
（
か
た
）
し 

 
 
 
 
 
 

此
行
轉
愴
情 

 
 

此
の
行
（
ぎ
ょ
う
） 

転
（
う
た
）
た
情
け
を
愴
（
い
た
）
ま
し
む 

 
 妙

選 

念
入
り
に
選
ぶ
。 

白
社 

清
い
仲
間
。 

迢
遞 

遠
く
へ
だ
て
る
こ
と
。
遠
い
さ
ま
。 

鼎
臺 

高
野
山
。 

蒼
茫 

見
渡
す
限
り
青
々
と
し
て
広
い
さ
ま
。 

薇
海 

瀬
戸
内
海
。 

 
 

ま
た
、
内
藤
景
充
か
ら
送
ら
れ
た
詩
が
、
寶
泉
寺
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。
日
付
が
庚
申
二
月
（
一
八
〇
〇
）
と
あ
り
、 

こ
の
時
の
作
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 
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送
君
堪
見
曙
天
鴉 

 

雨
後
江
頭
宜
泛
槎 

 

彩
筆
詩
成
投
緑
水 

 

錦
帆
宴
止
人
青
霞 

 
 
 

路
訪
知
己
皆
歓
語 

 

行
対
僧
儔
尽
拝
嘉 

 

五
式
画
堂
訝
仏
境 

 

何
思
郷
國
三
春
花 

 
 
 
 
 
 

右
送 

 
 
 
 
 

恵
充
上
人
之
蓮
峰 

 
 
 
 
 

庚
申
二
月 

藤
景
充
再
拝 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

更
に
、
乗
如
上
人
の
内
藤
景
充
（
東
門
大
夫
）
佐
原
義
方
宛
の
墨
書
が
寶
泉
寺
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。
佐
原
義
方
は
福 

山
藩
家
老
で
、
邸
宅
が
福
山
城
の
西
側
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
西
門
大
夫
を
呼
ば
れ
た
人
物
で
あ
る
。
送
別
の
宴
の
返 

書
を
贈
っ
た
の
で
は
な
い
か
。 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

春
来
相
約
轉
相
差 

 

恨
是
采
芳
忙
裏
過 

 

昨
日
迎
歓
有
何
事 

 

只
看
戯
蝶
検
残
花 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

右
奉
謝 

 

佐
原 

内
藤 
二
大
夫 

 

枉
山
房
得
韻
麻 

  
 
 
 
 
 

 

 
 
 

享
和
三
年
（
一
八
〇
三
） 

 

茶
山
五
十
六
歳 

 

乗
如
四
十
五
歳 

 
 
 
 
 
 

こ
の
年
か
ら
茶
山
の
日
記
が
残
っ
て
お
り
、
訪
問
者
や
日
々
の
出
来
事
等
を
こ
ま
め
に
書
き
留
め
て
い
る
。 

 
 
 
 
 

一
月 

「
高
野
惠
性
院
送
墨
及
び
凍
菽
乳
（
高
野
豆
腐
）
」 
八
月
「
恵
充
上
人
来
た
る
」
と
あ
る
。 

日
記
に
は
、
毎
年
数
回
、
書
や
墨
、
氷
豆
腐
（
高
野
豆
腐
）
な
ど
を
も
ら
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
交
流
は
茶 

山
が
没
す
る
ま
で
続
い
て
い
る
。 

 

文
化
三
年
（
一
八
〇
六
） 

 

茶
山
五
十
九
歳 

 

乗
如
四
十
八
歳 

 
 

十
二
月
十
七
日
、
高
野
山
か
ら
寶
泉
寺
に
帰
っ
て
お
り
、
乗
如
上
人
が
茶
山
を
訪
ね
て
い
る
。
二
十
四
日
に
は
弟 

子
の
豹
蔵
・
信
蔵
・
大
次
（
治
）
を
連
れ
て
乗
如
上
人
を
訪
ね
て
い
る 

 
 
 
 

 

さ
ら
に
、
二
十
九
日
に
は
、
乗
如
上
人
を
廉
塾
に
招
い
て
詩
会
を
開
い
て
い
る
。 

 

 
 
 
 
 

「
除
日
小
集
招
惠
充
上
人
」 

除
日 

小
集
に
惠
充
上
人
を
招
く 

 

黄
葉
夕
陽
村
舎
詩 

前
編 
巻
八 

 
 
 
 
 
 

會
者
岩
子
秩
・
高
島
百
穀
・
牧
千
里
・
向
文
二
讃
岐
人
・
松
下
成
叔
播
磨
人
・
鷦
鷯
大
卿
備
中
人
・ 

小
早
川
景
汲
備
後
人 

 
 
 

會
計
家
家
期
歳
杪 

 

会
計
は
家
々
（
か
か
）
歳
杪
を
期
す 

 
 
 

催
科
討
帳
人
奔
擾 

 

催
科
（
さ
い
か
）
討
帳
（
と
う
ち
ょ
う
） 

人
々
奔
（
は
し
）
り
擾
（
さ
わ
）
ぐ 

 
 
 
 

算
還
詩
債
愧
無
才 

 

詩
債
（
し
さ
い
）
を
算
へ
還
す
に 

才
の
無
き
を
愧
（
は
じ
）
る 

 
 
 

招
得
巳
公
論
下
掃 

 

巳
公
（
し
こ
う
）
を
招
き
得
て 

下
掃
を
論
ず 

 
 
 

除
日
～
大
晦
日 

科
～
税
な
ど
割
り
当
て
ら
れ
た
も
の 

討
帳
～
帳
面
を
調
べ
る 

 

愧
る
～
は
ず
か
し
く
思
う 

 

己
公
～
杜
甫
の
友
人
、
こ
こ
で
は
恵
充
上
人
を
指
す 

下
掃
～
憂
い
を
除
く 

論
～
か
た
る 

 
 
 

 

 
 
 

【
ち
ょ
っ
と
休
憩
】 

 

「
除
日
小
集
招
惠
充
上
人
」
に
あ
る
「
会
者
」
に
つ
い
て 

 

〇 

岩
子
秩
は
岩
村
南
里
。
名
は
秩
、
字
は
大
猶
、
通
称
は
半
右
衛
門
で
南
里
と
号
し
た
。
家
は
代
々
讃
岐
丸
亀
藩
の
世 

臣
で
あ
っ
た
が
、
十
三
歳
で
浪
華
の
中
井
竹
山
に
入
門
。
二
十
歳
で
尾
藤
二
州
の
塾
に
入
る
。
後
、
帰
郷
し
丸
亀
藩
正 

明
館
教
授
と
な
る
。
当
時
、
教
授
を
辞
し
て
、
茶
山
の
塾
に
寄
寓
し
て
い
た
。 

 
 
 
 

〇 

高
島
百
穀
は
後
の
牧
東
渚
。
名
は
昌
、
字
は
百
穀
、
通
称
は
信
蔵
。
東
渚
と
号
し
た
。
「
菅
家
往
問
録
」
の
中
に
名 
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前
が
あ
り
、
こ
の
年
の
文
化
三
年
に
黄
葉
夕
陽
村
舎
に
寄
寓
し
て
い
た
。 

 
 
 
 

〇 

牧
千
里
、
向
文
二
に
つ
い
て
は
不
詳
。
し
か
し
、
先
の
二
名
と
共
に
「
讃
岐
人
」
と
あ
る
。 

 
 
 
 

〇 

松
下
成
叔
は
播
磨
人
で
成
叔
は
字
。
敬
治
と
称
し
た
。
廉
塾
で
六
年
間
都
講
を
務
め
る
が
早
世
す
る 

 
 
 
 

〇 
鷦
鷯
（
さ
さ
き
）
大
卿
は
備
中
人
。
名
は
昌
、
字
は
大
卿
、
通
称
は
大
治
で
春
斎
と
号
し
た
。 

 
 
 
 

〇 
小
早
川
景
汲
は
備
後
神
辺
の
人
。
名
は
贛
（
お
ろ
か
）
、
字
は
景
汲
、
通
称
は
文
吾
ま
た
は
楽
々
斎
と
号
し
た
。 

 
 

 
 
 
 

こ
れ
ら
の
人
々
は
当
時
茶
山
の
塾
に
寄
寓
し
て
い
た
り
、
学
ん
で
い
た
人
々
で
あ
る
。 

  
 
 

文
化
七
年
（
一
八
一
〇
） 

 

茶
山
六
十
三
歳 

 

乗
如
四
十
二
歳 

 
 
 
 

「
九
月
二
十
七
日 
寄
正
智
院
書
及
紙 

寄
善
師
院
書
」
と
あ
る
。
「
十
一
月
一
日 

保
平
達
恵
充
上
人
回
書
」 

と
あ
り
、
保
平
（
千
田
村
河
相
周
兵
衛
の
子
）
が
乗
如
上
人
か
ら
の
返
書
を
持
っ
て
き
た
と
あ
り
、
書
簡
の
や
り 

取
り
を
う
か
が
わ
せ
る
。 

  
 
 

文
化
八
年
（
一
八
一
一
） 

茶
山
六
十
四
歳 

 
乗
如
四
十
三
歳 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

閏
二
月
六
日
、
後
継
者
に
と
考
え
て
い
た
頼
山
陽
が
京
都
に
出
立
。
七
月
二
十
九
日
、
弟
恥
庵
（
寛
政
十
二
年
没
）

に
続
き
、
甥
の
長
作
（
萬
年
・
公
壽
）
が
没
す
る
。
茶
山
は
後
継
者
問
題
に
頭
を
悩
ま
す
こ
と
に
な
る
。 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

「
六
月
五
日
正
智
院
書
及
茶
至 

西
福
寺
上
人
携
雛
僧
來
」
西
福
寺
の
若
僧
が
入
門
し
た
の
か
。 

 

「
十
月
二
十
九
日 

高
野
正
智
院
書
弔
長
作
死
寄
香 

即
事
作
答
書
往
書
中
」
と
あ
り
、
長
作
死
去
へ
の
弔
意
の
書 

と
香
を
寄
せ
て
お
り
、
茶
山
は
す
ぐ
返
書
を
し
た
た
め
て
い
る
。 

 

 

文
化
十
年
（
一
八
一
三
） 

茶
山
六
十
六
歳 

 

乗
如
四
十
五
歳 

 
 
 
 
 

「
七
月
八
日 

得
高
野
正
智
院
」
と
あ
る 

  
 
 

文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
） 

茶
山
六
十
七
歳 

 

乗
如
四
十
六
歳 

 
 
 

「
二
月
二
十
二
日 

正
智
院
恵
土
宜
（
ど
ぎ
、
土
産
）
」
「
二
月
二
十
三
日 

正
智
院 
上
人
来
」 

 
 
 

「
三
月
十
九
日 

恵
充
上
人
来
宿 

持
諸
古
書
・
繍
仏
・
古
器
等
物
来 

遂
宿
」
「
二
十
日
与
恵
充
同
上
西
福
寺
」 

と
あ
り
、
遅
く
ま
で
話
が
弾
み
茶
山
宅
に
泊
り
、
翌
日
に
は
西
福
寺
を
訪
ね
て
い
る
。 

 
 
 
 
 

「
三
月
二
十
三
日 

相
従
之
寶
泉
寺 

送
充
公
」
「
三
月
二
十
四
日 

使
直
江
之
宝
仙
寺
送
格
雲
餞
物
」
と
あ
る
。 

茶
山
は
三
月
、
藩
主
阿
部
正
精
か
ら
江
戸
出
府
を
命
じ
ら
れ
る
。 

 
 
 

五
月
六
日 

茶
山
、
二
度
目
の
祗
役
に
出
発
し
、
六
月
五
日 

江
戸
福
山
藩
上
屋
敷
に
入
る
。 

 
 
 

九
月
十
四
日
「
高
野
持
明
院
賜
酒
達
正
智
院
書
」 

九
月
二
十
四
日
「
高
野
山
持
明
院
来
話
」 

 
 
 

十
一
月
二
十
二
日
「
高
野
正
智
院
主
来
訪
惠
懐
帋
（
懐
紙
）
及
茶
」 

十
一
月
二
十
九
日
「
正
智
院
来
訪
」 

 
 
 

十
二
月
一
日
「
二
本
榎
高
野
邸
惠
充
師
不
在
」 

 

十
二
月
四
日
「
正
智
院
惠
塩
漬
松
覃
（
松
茸
）
」 

 
 
 

茶
山
は
江
戸
上
屋
敷
に
、
乗
如
上
人
は
芝
二
本
榎
に
あ
る
「
高
野
山
江
戸
在
番
所
高
野
寺
」
に
滞
在
し
て
い
た
と 

 
 

思
わ
れ
る
。
こ
の
寺
は
、
高
野
山
の
江
戸
別
院
で
、
関
東
地
方
の
布
教
の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、
幕
府
と
の
折
衝
な 

 
 

ど
に
対
応
し
て
い
た
。 

 

文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
） 

茶
山
六
十
八
歳 

 

乗
如
五
十
七
歳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

茶
山
は
二
月
二
十
六
日
に
帰
国
の
途
に
就
き
、
三
月
二
十
九
日 

神
辺
に
帰
っ
て
い
る
。 

 

 
 
 
 
 

こ
の
年
に
は
恵
充
上
人
に
つ
い
て
は
記
述
は
み
ら
れ
な
い
。 

 

 
 
 

 

文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
） 

茶
山
六
十
九
歳 

 

乗
如
五
十
八
歳 

 
 

 
 
 

二
月
十
二
日
、
三
月
四
・
七
日
、
七
月
二
九
日
、
一
二
月
二
十
一
日
に
高
野
山
か
ら
書
、
氷
豆
腐
な
ど
が
届
く
。 
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文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
） 

茶
山
七
十
歳 

 

乗
如
五
十
九
歳 

 
 
 

二
月
八
日
、
正
智
院
よ
り
諸
菽
が
届
い
て
い
る 

 

 
文
化
十
五
年
（
一
八
一
八
） 

茶
山
七
十
一
歳 

 

乗
如
六
十
歳 

 

 
 
 

「
二
月
四
日
、
高
野
正
智
院
及
啓
雲
（
運
）
書
各
寺
氷
菽
」
と
あ
り
恵
充
上
人
だ
け
で
な
く
、
他
の
寺
院
の
啓
雲 

 
 
 

上
人
か
ら
も
書
や
届
け
物
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 
 
 

文
政
元
年
【
二
月
十
一
日
改
暦
】
（
一
八
一
八
）
十
月
七
日
、
正
智
院
か
ら
書
が
届
い
て
い
る
。 

 

文
政
二
年
（
一
八
一
九
） 
茶
山
七
十
二
歳 

 

乗
如
六
十
一
歳 

 

 
 
 

「
四
月
十
八
日 

寶
泉
歌
僧
入
門
、
高
野
惠
性
院
索
書
各
恵
有
」
と
あ
り
、
寶
泉
寺
か
ら
若
い
僧
が
入
門
し
て
い 

る
、
ま
た
、
恵
性
院
か
ら
書
を
も
と
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

 
 
 

「
十
月
二
十
四
日
、
恵
正
智
院
壽
詩
數
章
」
と
あ
る
。
塾
後
継
者
の
北
條
霞
亭
が
福
山
藩
儒
と
な
っ
た
こ
と
を
寿 

い
だ
書
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 

文
政
三
年
（
一
八
二
〇
） 

茶
山
七
十
三
歳 

 

乗
如
六
十
二
歳 

 

 
 
 

「
三
月
二
十
四
日 

送
雲
平
之
京
事
」
と
あ
り
、
華
岡
青
洲
の
長
子
雲
平
が
京
へ
出
発
し
て
い
る
。
（
後
述
） 

四
月
十
一
日
、
五
月
二
十
七
日
、
八
月
九
日
、
書
、
氷
菽
、
煙
草
、
甘
露
梅
な
ど
が
届
い
て
い
る
。 

 

 
 
 

文
政
四
年
（
一
八
二
一
） 

 

茶
山
七
十
四
歳 

 

乗
如
六
十
三
歳 

 

 
 
 

「
二
月
七
日 

凍
腐
が
届
く
」 

「
二
月
十
三
日
、
寶
泉
寺
新
住
持
来
達
正
智
院
書
」
と
あ
り
、
寶
泉
寺
の
住
職
が
茶
山
を
訪
れ
乗
如
上
人
の
書
を 

届
け
て
い
る
。
乗
如
上
人
こ
の
年
、
碩
学
（
大
学
者
）
に
推
挽
さ
れ
、
三
月
に
は
正
智
院
門
主
と
な
っ
て
い
る
の 

で
、
そ
の
報
告
を
茶
山
に
し
た
た
め
た
の
で
は
な
い
か
。 

寶
性
院
は
南
山
義
学
の
学
風
を
以
て
誇
れ
る
名
院
で
あ
る
が
、
火
災
に
遭
う
な
ど
、
そ
の
再
建
が
急
務
で
あ
っ
た 

再
建
時
乗
如
上
人
は
、
洞
玉
法
眼
に
上
壇
の
床
、
天
井
絵
を
法
橋
片
山
索
準
に
襖
の
芭
蕉
を
描
か
せ
た
。 

 
 

 

文
政
五
年
（
一
八
二
二
） 

 

茶
山
七
十
五
歳 

 

乗
如
六
十
四
歳 

 

「
九
月
六
日 

正
智
院
書
来
自
江
戸
」 

乗
如
上
人
は
ま
た
江
戸
に
上
り
、
七
年
間
在
府
し
て
い
る
。
江
戸
か
ら
も
書
を
茶
山
に
送
っ
て
い
る
。 

幕
府
は
乗
如
上
人
を
十
万
石
諸
侯
の
礼
を
も
っ
て
待
遇
し
た
と
い
う
。 

 

文
政
六
年
（
一
八
二
三
） 

 

茶
山
七
十
六
歳 

 

乗
如
六
十
五
歳 

 
 
 

四
月
十
七
日
、
書
、
二
詩
一
詩
を
寄
せ
て
い
る 

十
二
月
、
龍
華
院
大
含
房
（
道
猷
）
が
書
を
寄
せ
て
い
る 

 【
ち
ょ
っ
と
休
憩
】 

寶
泉
寺
か
ら
多
く
の
上
人
が
高
野
山
で
活
躍 

道
猷
は
福
山
藩
高
橋
氏
の
出
で
寶
泉
寺
に
入
り
、
高
野
山
正
智
院
主
な
っ
た
上
人
で
、
大
含
と
称
し
介
峯
と
号
し
て 

い
る
。
他
に
も
乗
如
上
人
以
後
、
寶
泉
寺
十
三
世
見
瑞
、
十
四
世
泊
應
、
十
五
世
圓
我
、
十
六
世
弘
如
、
十
七
世
圓
海 

と
高
野
山
で
活
躍
し
て
い
る
。
十
八
世
弘
應
上
人
は
、
山
守
村
石
川
氏
の
出
で
、
高
野
山
金
剛
峯
寺
第
四
百
四
世
座
主 

管
長
と
な
り
、
高
野
山
を
率
い
た
上
人
で
あ
る
。 

 

 
 
 

文
政
七
年
（
一
八
二
四
） 

 

茶
山
七
十
七
歳 

 

乗
如
六
十
六
歳 

「
二
月
二
十
四
日 

寶
正
院
江
戸
書
及
詩
来
」
と
あ
り
、
乗
如
上
人
は
正
智
院
か
ら
寶
性
院
門
主
へ
と
転
住
し
た
の 
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か
、
兼
帯
し
た
の
か
分
か
ら
な
い
が
、
肩
書
が
変
わ
っ
て
い
る
。 

 
文
政
八
年
（
一
八
二
五
） 

 

茶
山
七
十
八
歳 

 

乗
如
六
十
七
歳 

 
 
 
 
 
 

 

「
五
月
十
六
日
、
高
野
山
利
（
理
）
性
院
来
恵
金
及
凍
腐
云
其
傔
学
詩
頗
好
之
」
と
あ
る
。
利
（
理
）
性
院
が 

 
 
 
 
 
 
 

誰
で
あ
る
か
不
明
だ
が
、
学
問
の
進
み
具
合
が
満
足
で
き
、
詩
作
も
頗
る
好
と
話
し
て
い
る
。 

七
月 
乗
如
上
人
が
江
戸
か
ら
書
・
摺
扇
・
教
本
を
届
け
て
い
る
。 

「
八
月
十
七
日 

高
野
理
性
院
惠
観
心
寺
米
」
と
あ
る
。 

  
 
 

文
政
九
年
（
一
八
二
六
） 

 
茶
山
七
十
九
歳 

 

乗
如
六
十
八
歳 

 
 
 
 
 
 

「
一
月
十
九
日 

惠
充
上
人
書
及
土
宜
（
ど
ぎ
）
来
氷
腐
・
馬
蹄
硯
・
烟
袋
諸
物
」
「
龍
華
院
道
猷
か
ら
も
凍

腐
、
風
鎮
、
烟
袋
等
」
が
届
け
ら
れ
る
。 

「
三
月
七
日 

高
野
寶
性
院
書
来
惠
詩
及
富
士
海
苔
」
と
あ
り
、
茶
山
へ
の
配
慮
を
続
け
て
い
る
。 

茶
山
は
、
次
の
よ
う
な
詩
を
作
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 

 

 
 
 
 

「
寄
惠
充
上
人
」 

「
上
人
余
近
村
産
住
高
野
寶
性
院
今
祗
役
江
戸
」 

黄
葉
夕
陽
村
舎
詩 

遺
稿 

巻
六 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

恵
充
上
人
に
寄
す 

 

上
人
は
余
の
近
村
の
産
、
高
野
寶
性
院
に
住
む
、
今
江
戸
に
祗
役
す 

 
 
 
 

 

生
在
郷
鄰
溝
樹
連 

 
 

生
は
郷
隣
に
在
（
あ
）
り
て 
溝
樹
連
な
り 

 
 
 

老
居
天
外
亦
前
縁 

 
 

老
い
て
天
外
に
居
り 

亦
（
ま
た
）
前
縁 

 
 
 

錫
飛
不
怪
音
塵
杳 

 
 

錫
飛 

音
塵
怪
ま
れ
ず
杳
（
は
る
か
）
な
り 

 
 
 

趺
坐
空
嗟
夢
想
懸 

 
 

趺
坐
（
ふ
ざ
）
空
（
む
な
）
し
く 

夢
想
の
懸
（
け
ん
）
を
嗟
（
な
げ
）
く 

 
 
 

微
雪
半
宵
煨
芉
火 

 
 

微
雪
半
宵
（
は
ん
し
ょ
う
） 

芉
を
煨
（
わ
い
）
す
火 

 
 
 

落
花
孤
榻
瀹
茶
煙 

 
 

落
花
孤
榻
（
こ
と
う
） 

茶
を
瀹
（
や
く
）
す
煙 

 
 
 

舊
房
松
偃
知
何
日 

 
 

旧
房
松
偃
（
し
ょ
う
え
ん
）
す 

 

知
る
何
の
日
ぞ 

 
 
 

猶
隔
雲
山
路
一
千 

 
 

猶
（
な
お
）
雲
山
を
隔
て
る
こ
と 

路
（
み
ち
）
一
千 

 
 

 
   

 
 

祗
役 

命
に
奉
じ
て
任
務
に
赴
く
こ
と
。 

天
外 

は
る
か
遠
い
と
こ
ろ
や
高
い
と
こ
ろ
。 

錫 

僧
の
使
う
杖
。 

 

趺
坐 

両
足
の
甲
を
反
対
側
の
も
も
の
上
に
置
い
て
足
を
組
ん
で
座
る
こ
と
。 

 

半
宵 

夜
半
、
夜
中
。 

 

煨 

う
ず
み
火
で
む
し
焼
き
に
す
る
。 

榻 

こ
し
か
け
、
な
が
い
す
。 

瀹 

ひ
た
す
、
あ
ら
う
。 

  
 
 

文
政
十
年
（
一
八
二
七
） 

 

茶
山
八
十
歳 
 

乗
如
六
十
九
歳 

 
 
 
 
 
 

「
一
月
五
日 

得
寶
性
院
書
」 

 
 
 
 
 
 

「
三
月
七
日 

国
分
・
寶
泉
・
東
福
四
雛
僧
来
受
句
論
各
有
恵
」
三
院
の
若
い
僧
た
ち
が
学
び
に
来
た
の
か
。 

「
五
月
二
十
七
日 

達
寶
性
院
江
戸
書
・
万
波
（
岡
山
藩
の
人
）
書
等
」
と
あ
り
、
八
十
歳
の
賀
を
祝
っ
た
の
だ 

ろ
う
か
。 

茶
山
、
八
月
十
三
日 

八
十
歳
で
没
し
、
網
付
け
谷
に
葬
ら
れ
る
。 

 
 

 

こ
の
年
、
乗
如
上
人
は
江
戸
か
ら
帰
山
す
る
。
金
剛
峰
寺
寺
務
検
校
寺
青
巌
寺
（
金
剛
峯
寺
の
前
身
）
に
移
住
し

法
印
職
に
進
み
一
山
の
衆
徒
長
と
な
る
。
（
第
三
五
八
世
座
主
と
な
る
） 

 
 

 

 
 

四 

茶
山
没
後
の
乗
如
上
人
の
動
静 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
） 

 
 

乗
如
七
十
歳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

貞
観
寺
僧
正
眞
雅
大
徳
に
大
師
号
宣
下
申
請
の
上
奏
文
を
草
す
。
こ
の
上
奏
文
は
南
山
漢
学
の
発
展
を
示
す 
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名
文
で
で
あ
っ
た
と
い
う
。
六
月
、
朝
廷
よ
り
正
使
を
迎
え
、
大
師
号
宣
下
の
許
可
を
得
る 

  
 
 

文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
） 

 
 

乗
如
七
十
一
歳 

乗
如
上
人
は
翌
年
、
衆
徒
長
と
し
て
一
山
の
龍
象
を
率
い
て
眞
雅
の
墓
前
に
報
告
す
。 

 
 
 
 

 
さ
ら
に
、
将
軍
家
や
天
皇
家
の
法
会
に
乗
如
上
人
が
導
師
と
し
て
数
多
く
と
り
お
こ
な
う
。 

年
代
は
不
明
だ
が
、
高
野
山
の
西
塔
の
再
建
、
寶
性
院
方
丈
新
造
、
寮
及
び
楼
門
の
建
立
す
。
さ
ら
に
、
大
塔 

の
鐘
楼
、
山
王
院
拝
堂
や
仏
像
の
修
補
を
数
多
く
お
こ
な
う
。 

 
 
 
 
 
 

 

天
保
二
年
（
一
八
三
〇
） 

 
乗
如
七
十
二
歳 

 
 
 
 
 
 
 

百
金
の
祠
堂
を
建
立
す
る 

  
 
 

天
保
六
年
（
一
八
三
五
） 

 

乗
如
七
十
七
歳 

 
 
 
 
 
 

八
月
二
十
一
日
、
高
野
山
に
て
入
寂
す
。
奥
之
院
参
道
右
側
に
葬
ら
れ
る
。 

  
 
 

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
） 

正
智
院
書
庫
火
災
。
乗
如
上
人
の
詩
稿
等
は
焼
失
す
。 

  
 

四 

ま
と
め
に
か
え
て 

 
 
 
 

 

茶
山
と
乗
如
上
人
の
関
係
は
、
乗
如
上
人
が
剃
髪
し
た
十
三
歳
で
茶
山
に
入
門
（
備
後
史
談
第
一
巻
）
と
あ
る
。
だ

が
、
茶
山
は
京
へ
の
遊
学
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
本
格
的
な
塾
は
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
金
粟
園
ま
で
待
た
な
け
れ 

ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
遊
学
時
に
も
度
々
帰
郷
し
て
お
り
、
神
辺
在
住
時
に
は
近
郷
の
子
ど
も
ら
に
経
史
詩
書
を
教

え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
寶
泉
寺
で
剃
髪
し
、
高
野
山
に
登
る
安
永
七
年
ま
で
の
七
年
間
が
二
人
を
強
く
結
び
つ
け
た

の
で
あ
ろ
う
。
金
粟
園
で
は
、
藤
井
料
助
（
暮
庵
）
と
机
を
並
べ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。 

 
 
 
 
 

茶
山
は
早
く
か
ら
乗
如
上
人
の
才
を
認
め
、
福
山
藩
重
役
と
の
詩
会
に
乗
如
上
人
を
招
い
た
り
、
寶
泉
寺
で
の
詩
会 

に
藩
重
役
と
同
行
し
た
こ
と
が
茶
山
の
日
記
に
遺
さ
れ
て
い
る
。 

 

高
野
山
で
の
乗
如
上
人
に
つ
い
て
、
福
田
祿
太
郎
氏
は
「
備
後
史
談
巻
一
」
に
投
稿
し
「
補
陀
落
院
義
剛
の
三
教
指 

歸
考
十
三
巻
、
維
實
上
人
の
文
鏡
祕
府
註
、
印
融
法
印
の
文
筆
眼
心
鈔
註
の
如
き
、
琳
琅
誦
す
べ
き
好
精
麗
の
文
體
に 

豹
変
せ
し
は
乗
如
の
力
に
し
て
、
實
は
茶
山
の
學
に
因
せ
り
」
と
評
し
て
い
る
。 

江
戸
後
期
、
高
野
山
の
学
派
は
二
つ
の
系
統
が
あ
っ
た
。
無
量
壽
院
派
は
、
九
州
亀
井
南
冥
の
学
風
を
受
け
、
寶
正
院 

派
は
乗
如
上
人
が
中
心
で
あ
り
代
表
者
で
、
そ
の
詩
風
は
も
ち
ろ
ん
書
風
ま
で
も
茶
山
と
酷
似
し
て
い
た
と
い
う
。
茶

山
の
も
と
に
乗
如
上
人
か
ら
の
書
が
再
三
届
い
て
い
る
の
は
、
そ
の
詩
稿
を
批
評
・
校
正
の
依
頼
も
あ
っ
た
の
で
は
な 

い
か
。
乗
如
上
人
は
高
野
豆
腐
・
煙
草
・
茶
な
ど
再
三
送
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
緊
密
ぶ
り
が
窺
え
る
。 

茶
山
も
乗
如
上
人
の
事
が
誇
ら
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
寄
恵
充
上
人
」
と
題
し
た
詩
を
、
「
上
人
余
近
村
産
住 

高
野
寶
性
院
今
祗
役
江
戸
」
と
詠
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
寶
泉
寺
か
ら
高
野
山
に
の
ぼ
っ
た
道
猷
、
下
岩
成
村
出
身
の 

良
基
へ
と
続
く
の
で
あ
り
、
茶
山
の
願
っ
た
「
学
種
」
が
実
を
結
ん
だ
一
例
で
あ
ろ
う
。 

し
か
し
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
正
智
院
書
庫
が
火
災
で
焼
失
し
た
の
で
往
復
書
簡
な
ど
は
残
っ
て
い
な
い
の 

 
 
 
 

が
残
念
で
あ
る
。 

今
回
乗
如
上
人
に
つ
い
て
調
べ
て
い
く
中
で
、
茶
山
の
感
性
の
豊
か
さ
、
交
友
の
広
さ
だ
け
で
な
く
、
茶
山
に
つ
な
が 

る
郷
土
の
先
人
達
の
活
躍
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
何
よ
り
も
う
れ
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
先
に
ま
と
め
た
「
菅 

茶
山
顕
彰
会 

ゆ
か
り
の
地
訪
問
」
シ
リ
ー
ズ
で
取
り
上
げ
た
内
容
と
重
な
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
ご
容
赦
い
た
だ 

き
た
い
。 

 

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
乗
如
上
人
に
関
す
る
た
く
さ
ん
の
情
報
や
資
料
の
提
供
を
い
た
だ
い
た
林
多
恵
子
先
生
、 

寺
伝
書
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
寶
泉
寺
住
職
に
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。 
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【
付
録
一
】 

茶
山
詩
の
中
で
乗
如
上
人
を
詠
ん
だ
詩
を
紹
介 

 

「
雨
日
同
充
上
人
賦 

分
烟
字 

時
上
人
將
之
阿
州
」 

 
 

集
外 

 
 
 

新
泥
滑
々
雨
綿
々 

 

新
泥
（
し
ん
で
い
）
滑
々
（
か
っ
か
っ
）
た
り 

雨
綿
々
（
め
ん
め
ん
） 

 
 
 

弱
柳
嬌
花
春
正
妍 

 

弱
柳
（
じ
ゃ
く
り
ゅ
う
）
嬌
花 

 

春
正
（
ま
さ
に
）
妍
（
け
ん
）
な
り 

 
 
 

載
酒
誰
尋
生
白
室 

 

酒
を
載
せ
て 

誰
か
尋
ね
ん 

生
白
（
し
ょ
う
は
く
）
の
室 

 
 
 

臥
痾
虚
渡
踏
青
天 

 

痾
（
あ
）
に
臥
し
て
虚
し
く
渡
る 

踏
青
（
と
う
せ
い
）
の
天 

 
 
 

雉
雊
屋
外
山
含
晩 

 

雉
（
き
じ
）
屋
外
に
雊
（
な
）
い
て 

山
は
晩
（
く
れ
）
を
含
み 

 
 
 

市
散
橋
頭
竹
罩
烟 

 

市
散
じ
て
橋
頭
（
き
ょ
う
と
う
） 

 

竹
烟
を
罩
（
こ
）
む 

 
 
 

明
日
渡
杯
滄
海
遠 

 
明
日
渡
杯
（
と
は
い
） 

滄
海
（
そ
う
か
い
）
遠
く 

 
 
 

自
知
三
徑
轉
蕭
然 

 

自
ら
知
る 

三
徑
（
け
い
） 

轉
（
う
た
た
）
に
蕭
然
（
し
ょ
う
ぜ
ん
）
た
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

 

充
上
人 

恵
充
上
人
。
阿
州 

阿
波
の
国
。
妍 

美
し
い
。
新
泥
滑
々 

雨
で
道
が
ぬ
か
る
む
さ
ま
。 

 
 
 
 
 
 
 

綿
々 

し
と
し
と
降
る
。
生
白
室 

茶
山
の
居
宅
。 

踏
青
天 

春
の
青
草
を
踏
ん
で
い
く
。
最
も
よ
い
季
節 

雊 

鳴
く
。 

含
晩 

夕
暮
の
色
が
忍
び
寄
る
。 

罩
烟 

夕
靄
が
た
ち
こ
め
る
。 

 
 
 
 
 
 

 
 

渡
杯 

船
で
海
を
渡
る
。
杯
は
杯
の
よ
う
な
小
舟
。 

三
徑 

小
径
。 

蕭
然 

も
の
が
な
し
い
。 

 
 
 
 
 

（
大
意
）
し
と
し
と
と
降
る
雨
に
道
は
ぬ
か
る
み
、
た
お
や
か
な
柳
、
あ
で
や
か
な
花
と
春
の
美
し
い
季
節
だ
。 

誰
か
こ
の
俗
離
れ
し
た
自
分
の
室
に
、
酒
を
さ
げ
て
来
な
い
も
の
か
。
病
に
伏
し
て
春
の
好
季
を
空
し
く
過
ご 

す
こ
と
だ
。
雉
は
屋
外
で
鳴
い
て
、
山
は
夕
暮
れ
が
忍
び
寄
り
、
市
の
賑
わ
い
は
終
わ
っ
て
、
竹
藪
は
夕
靄
が 

た
ち
こ
め
て
い
る
。
折
よ
く
訪
ね
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
た
い
が
、
あ
な
た
は
、
明
日
こ
の
悪
天
候
を
お
し
て 

は
る
ば
る
海
を
渡
っ
て
、
阿
波
に
行
か
れ
る
と
の
事
。
せ
め
て
、
門
ま
で
送
っ
て
出
て
、
庭
先
の
小
径
に
立
っ 

て
見
送
る
こ
の
寂
し
さ
は
や
る
せ
な
い
こ
と
だ
。 

 
 

 

 
 
 

 

こ
の
他
、
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
の
中
に
は
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
詩
（
集
外
）
も
あ
る
の
で
紹
介
す
る
。 

  
 
 

 
 

 
 

遺
稿 

「
春
初
同
登
寶
泉
寺
分
滿
壁
画
滄
州
句
為
韻
得
滿
字 

時
住
持
上
人
將
之
高
野
山
播
磨
成
叔
讃
岐
中
條
魏
卿
各
将
帰
省
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
僧
亦
惜
離 

 

樽
有
香
醪
満 

 

只
為
暗
愁
長 

 

翻
知
春
昼
短 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

竹
声
廊
廡
清 

 

梅
気
簾
檐
暖 

 

痛
飲
不
須
辞 

 

明
朝
雲
雨
散 

 

 
 

 
 
 
 

 

遺
稿 

「
奉
次
内
藤
太
夫
於
寶
泉
寺
見
寄
韻
」 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

春
郊
終
日
雨
蕭
々 

恨
為
沈
痾
負
□
招 

 

深
感
王
公
携
酒
意 

 

奈
何
泥
濘
野
程
遥 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

遺
稿 

「
寶
泉
寺
即
事
」
七
絶 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

草
堤
風
暖
犢
眠
花 

 

松
寺
僧
稀
雀
浴
沙 

 

勝
概
不
知
春
日
永 

 

還
期
驚
見
柳
陰
斜 

  
 

  

【
付
録 

二
】 

茶
山
・
乗
如
上
人
と
華
岡
家
の
関
係 

 
 
 

乗
如
上
人
は
、
高
野
山
の
西
塔
の
再
建
、
寶
性
院
方
丈
の
新
造
、
寮
及
び
楼
門
の
建
立
、
大
塔
の
鐘
楼
、
山
王
院
拝 

堂
や
仏
像
の
修
補
を
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
費
用
は
ど
こ
か
ら
の
喜
捨
な
の
で
あ
ろ
う
か
。 

乗
如
上
人
と
外
科
手
術
で
有
名
な
華
岡
青
洲
や
そ
の
兄
弟
と
繋
が
っ
て
お
り
、
特
に
華
岡
青
洲
の
末
弟
鹿
城
と
の
関 

係
が
深
く
大
阪
商
人
と
の
関
係
も
で
き
、
多
額
の
喜
捨
に
結
び
付
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 
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（
一
）
高
野
山
と
華
岡
家
は
、
紀
の
川
で
つ
な
が
っ
て
い
た
。 

高
野
山
は
紀
ノ
川
（
和
歌
山
）
の
上
流
に
あ
り
、
九
度
山
か
ら
の
表
参
道
「
町
石
道
」
で
結
ば
れ
て
い
る
。 

当
時
、
高
野
山
へ
の
物
資
や
人
の
往
来
は
、
主
に
紀
の
川
の
舟
運
で
行
わ
れ
て
い
た
。
乗
如
上
人
も
こ
れ
を
利 

用
し
、
大
坂
方
面
へ
出
か
け
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
華
岡
家
は
紀
の
川
河
口
の
村
で
代
々
の
医
師
で
、
詩
文 

等
を
通
し
て
親
交
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

（
二
） 

茶
山
・
乗
如
上
人
と
華
岡
家
と
の
親
交 

 
 
 
 
 
 

 
 

文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
赤
石
宋
相
（
茶
山
の
弟
子
、
備
前
国
和
気
の
人
）
が
紀
州
華
岡
青
洲
に
医
術
を
学 

 
 
 
 
 
 
 

ぼ
う
と
志
し
、
茶
山
に
別
れ
を
告
げ
に
来
訪
す
る
。
茶
山
は
詩
を
つ
く
り
門
出
を
祝
っ
て
い
る
。 

 

送
赤
石
宋
相
適
紀
州
學
神
医 

 

黄
葉
夕
陽
村
舎
詩 

前
編 

巻
八 

 

君
聞
瘍
科
出
神
醫 

擔
簦
千
里
去
追
随 

君
自
敏
捷
兼
勤
勉 

成
業
何
曾
愆
所
期 

 

 

余
曾
遊
跡
遍
畿
甸 

仙
縁
未
訪
徐
福
祠 

倘
敎
勝
具
如
舊
日 

随
君
直
到
紀
水
湄 

 

君
窮
方
技
余
窮
勝 

携
帰
行
闘
所
得
奇 
不
奈
衰
老
懶
出
門 

計
日
秪
恐
君
歸
遲 

 
 
 

好
學
神
膏
與
異
術 

療
余
再
黒
鬂
邊
絲 

 
 

  

「
瘍
科
出
神
医
」
と
あ
る
。
神
医
は
華
岡
青
洲
の
こ
と
で
あ
る
。
茶
山
が
こ
の
詩
を
作
っ
た
頃
に
は
、
青
洲 

の
名
前
が
広
く
聞
こ
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
「
も
し
、
自
分
が
健
脚
な
ら
君
に
随
っ
て
紀
州
に
遊
び
、
君
が
医 

術
を
窮
め
て
い
る
間
に
、
自
分
は
名
勝
の
地
を
尋
ね
た
い
。
し
か
し
、
も
う
老
境
で
旅
に
出
る
こ
と
は
懶
い
。 

君
が
学
ん
で
き
た
医
術
を
以
て
、
こ
の
白
髪
を
再
び
黒
く
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
大
意
で
あ
ろ
う
。 

文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
八
月
、
青
洲
の
長
子
雲
平
（
葛
城
）
が
廉
塾
に
入
塾
し
、
文
政
四
年
三
月
ま
で
滞 

在
し
て
い
て
い
る
の
は
、
赤
石
宋
相
を
通
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
乗
如
上
人
の
影
響
も
あ
っ
た
の
で 

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

文
政
三
年
「
二
月
二
十
一
日 

花
岡
随
賢
書
来
恵
氷
乳
」
「
三
月
二
十
六
日 

紀
州
花
岡
随
賢
書
来
」
と
あ 

り
、
華
岡
青
洲
か
ら
の
書
と
届
け
物
で
あ
る
。
（
花
岡
は
華
岡
で
あ
り
、
随
賢
は
華
岡
家
が
代
々
名
乗
る
号
で 

青
洲
は
三
代
目
）
そ
の
書
に
、
長
子
雲
平
を
一
時
帰
国
さ
せ
て
ほ
し
い
と
あ
っ
た
の
か
、
三
月
二
十
七
日
、
雲 

平
が
父
青
洲
の
還
暦
を
祝
う
た
め
紀
州
に
帰
る
際
に
、
次
の
賀
詩
を
託
し
て
い
る
。 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

紀
州
華
岡
國
手
華
誕
號
青
洲 

 

黄
葉
夕
陽
村
舎
詩 

後
編 

巻
八 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

不
怪
君
身
専
壽
彊 

仙
膏
神
術
盡
奇
創 

應
諳
除
福
采
残
藥 

非
授
華
陀
遺
得
方 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

玉
女
祠
臨
蓬
島
近 

金
剛
峰
接
杏
林
長 

若
將
眞
訣
弘
傳
世 

何
啻
君
身
専
壽
彊 

 

  
 
 
 
 
 
 
 

「
寿
彊
は
長
寿
で
あ
る
。
神
医
と
言
わ
れ
、
当
今
の
華
陀
（
後
漢
の
名
医
）
と
言
わ
れ
た
青
洲
が
長
寿
な
の 

に
不
思
議
は
な
い
が
、
そ
の
神
術
を
広
く
世
に
伝
え
る
な
ら
ば
、
長
寿
を
享
受
す
る
の
は
独
り
青
洲
だ
け
で
は 

あ
る
ま
い
」
と
祝
し
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

ま
た
、
青
洲
の
兄
弟
で
三
男
良
応
は
乗
如
上
人
の
正
智
院
へ
入
り
正
智
院
を
継
い
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

華
岡
家
と
茶
山
は
繋
が
っ
て
お
り
、
華
岡
家
と
茶
山
・
乗
如
上
人
と
の
関
係
も
み
え
て
く
る
。 

 
 
 
 
 （
三
）
乗
如
上
人
、
青
洲
の
末
弟
華
岡
鹿
城
の
墓
碑
の
撰
文
を
書
く 

 

華
岡
鹿
城
は
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
華
岡
青
洲
の
末
弟
と
し
て
生
ま
れ
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
に
没
す 

る
。
鹿
城
は
、
大
坂
で
開
業
し
、
医
塾
「
春
林
軒
」
「
合
水
堂
」
で
活
躍
。
二
男
の
治
兵
衛
は
商
人
で 
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紀
州
の
手
織
り
木
綿
を
大
坂
に
卸
し
て
い
る
。
こ
の
二
人
が
大
坂
の
商
人
や
富
豪
と
の
懸
け
橋
と
な
り
富
豪
津
田 

休
兵
衛
等
の
喜
捨
に
つ
な
が
り
、
諸
堂
の
再
建
や
仏
像
等
の
補
修
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
。 

鹿
城
の
墓
は
高
野
山
に
あ
り
、
墓
碑
は
乗
如
上
人
の
撰
文
で
あ
り
（
備
後
史
談
巻
一
）
、
そ
の
親
交
が
わ
か 

る
。
ま
さ
し
く
、
茶
山
の
交
友
の
広
さ
が
乗
如
上
人
の
偉
業
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
（鹿
城
に
つ
い
て
は
「公
益
財
団
法
人 

関
西
・
大
阪
二
十
一
世
紀
協
会
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
詳
し
い
」） 

  
 

 
 

 
 

【（付
録
三
】  

菅
茶
山
と
恵
充
上
人
の
交
流 

 

 

   

 
 

 

                        

  

   

宝
暦
九
年 

 

(

一
七
五
九) 

  

明
和
八
年 

（
一
七
七
一
） 

 

安
永
七
年 

（
一
七
七
八
） 

 

天
明
元
年 

（
一
七
八
一
） 

 

天
明
四
年 

（
一
七
八
四
） 

 

寛
政
五
年 

（
一
七
九
三
） 

 

寛
政
一
一
年

（
一
七
九
九
） 

  

寛
政
十
二
年 

（
一
八
〇
〇
） 

  

享
和
三
年 

（
一
八
〇
三
） 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

文
吾
と
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
除
日
小
集
招

恵
充
上
人
、
会

者
岩
子
秩
高
島

百
穀
牧
千
里
向

文
二
讃
岐
人
松

下
成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

叔
播
磨
人
鷦
鷯

大
卿
備
中
人
小

早
川
景
汲
備
後

人
」 

（
葉
夕
陽
村
舎

詩 

前
編
巻

八
）
《
資
料

二
》 

     

年 

号 

乗
如
上
人
の
動
静 

 

菅
茶
山
の
動
静
（
茶
山
日
記
を
中
心
に
） 

 

深
安
郡
徳
田
村
に
生
ま
れ
る
。
父
高
木
新
九

郎
、
母
は
徳
永
氏 

  

寶
泉
寺
観
如
上
人
に
従
い
剃
髪
（
十
三
才
） 

茶
山
に
入
門
し
経
書
詩
書
を
学
ぶ
。 

 

高
野
山
に
登
り
、
寶
性
院
門
主
兼
正
智
院
住
職

覚
道
法
印
の
愛
顧
を
受
け
る
。 

       

観
如
上
人
が
没
し
た
め
帰
住
し
寶
泉
院
の
住
職

と
な
る
（
三
五
歳
）
度
々
高
野
山
に
登
る 

 

聖
善
院
住
職
と
な
る
（
四
一
才
）
後
、
法
印
と

な
り
前
門
主
と
な
る 

正
智
院
に
入
り
、
衆
議
と
な
る 

 

内
藤
景
充
宅
で
送
別
の
宴
（
藩
重
役 

山
室
箕

山
、
中
山
光
繫
、
佐
原
義
驍
、
茶
山
な
ど
） 

明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
遊
学 

明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
遊
学 

明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
遊
学 

明
和
九
年
・
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
遊
学 

安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
家
塾
「
金
粟
園
」
を
開
く 

安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
遊
学 

 9
/9
 

霊
昌
・
惠
充
上
人
、
桑
田
元
厚
ら
と
国
分
寺
裏

山
に
登
る
（
遊
研
岩
記
） 

安
永
九
年
（
一
七
八
〇
） 

遊
学 

 
 

 

黄
葉
夕
陽
村
舎
を
開
く 

  

九
月
、
「
登
高
同
空
・
充
二
上
人
賦
」
の
詩
を
詠
む 

         

二
月 

福
山
藩
重
役
内
藤
景
充
宅
で
乗
如
上
人
送
別
式 

 
 

 

「
送
惠
充
上
人
之
高
野
山 

録
舊
作
」
を
詠
む 

8
/2

7
 
 

弟
恥
庵
が
京
都
で
病
没 

 1
/2

2
 
 

高
野
惠
性
院
送
墨
及
凍
菽
乳 

4
/2

7
 
 

午
後
寶
泉
寺
老
僧
と
西
福
寺
に
お
い
て
會
す 

8
/2

5
 
 

惠
充
上
人
來 
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文
化
三
年 

（
一
八
〇
六
） 

    

文
化
五
年 

（
一
八
〇
八
） 

 

文
化
七
年 

（
一
八
一
〇
） 

  

文
化
八
年 

（
一
八
一
一
） 

  

文
化
九
年 

（
一
八
一
二
） 

 

文
化
十
年 

（
一
八
一
三
） 

 

文
化
十
一
年 

（
一
八
一
四
） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

         
 
 
 

 

             

江
戸
に
出
る 

二
本
榎
高
野
寺
に
起
居
（
七
年
間
）
し
、
大
名

や
文
人
と
交
流
し
浄
財
を
あ
つ
め
る
た
め
の
活

動
を
す
る
。 

幕
府
は
乗
如
上
人
を
十
万
石
諸
侯
の
礼
を
以
て

遇
し
た
。 

 

1
2

/1
7
 

 

寶
泉
上
人
來 

1
2

/2
4
 

 

豹
藏
・
信
藏
・
大
次
と
惠
充
上
人
を
訪
ね
る 

1
2

/2
9
 

 

惠
充
上
人
を
招
く 

同
席
し
た
者
、
弟
子
の
岩
村
南
里
、
牧
千
里

松
下
敬
二
、
鷦
鷯
大
卿
、
小
早
川
文
吾 

 7
/2

8
 
 

得
惠
充
上
人
江
戸
書
及
詩 

1
2

/5
 
 

得
惠
充
上
人
書
及
惠
三
物 

 2
/6
 

  

頼
山
陽
、
京
都
に
出
立 

9
/2

7
 
 

寄
正
智
院
書
及
紙 

寄
善
師
院
書
（
欄
外
） 

1
1

/1
 
 

保
平
達
惠
充
上
人
回
書 

 6
/5
 
 

 

正
智
院
書
及
茶
至 

西
福
上
人
携
雛
僧
來 

1
0

/2
9
 

 

高
野
正
智
院
書
弔
長
作
死
寄
香 

 
 
 
 

即
時
作
答
書
往
書
中
「
唐
絶
句
選
」 

 2
/2

0
 
 

高
野
正
智
院
寄
書
・
氷
豆
腐 

7
/1

1
 
 

寶
泉
小
上
人
來
（
西
ア
チ
ヘ
ユ
キ
シ
ヒ
人
） 

 7
/8

  
 

得
高
野
正
智
院 

  2
/2

2
  

正
智
院
惠
土
宜
（
ど
ぎ
） 

2
/2

3
 

 

正
智
院
上
人
來 

3
/1

9
  

惠
充
上
人
來
宿 

持
諸
古
書
繍
佛
古
器
等
物 

來 

遂
宿 

3
/2

0
 

 

与
惠
充
同
上
西
福
寺 

3
/2

3
  

相
従
之
寶
泉
寺 

送
充
公 

3
/2

4
  

使
直
江
之
寶
泉
寺 

送
格
雲
餞
物 

 

5
/6

 
 
 
 

藩
主
阿
部
正
精
の
命
を
受
け
江
戸
へ
二
度
目 

 
 
 

 

の
出
発
を
す
る
。 

6
/5

 
  

江
戸
福
山
藩
上
屋
敷
に
入
る 

9
/1

4
  

高
野
持
明
院
賜
酒
達
正
智
院
書 

9
/2

4
  

高
野
山
持
明
院
來
話 

1
1

/2
2
 

高
野
正
智
院
主
來
訪
惠
懐
帋
及
茶 

1
1

/2
9
 

正
智
院
來
訪 

1
2

/1
  

二
本
榎
高
野
邸
惠
充
師
不
在 

1
2

/4
  

正
智
院
惠
塩
漬
松
覃 
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文
化
十
二
年 

（
一
八
一
五
） 

 

文
化
十
三
年 

（
一
八
一
六
） 

    

文
化
十
四
年 

（
一
八
一
七
） 

 

文
政
元
年 

（
一
八
一
八
） 

 

文
政
二
年 

（
一
八
一
九
） 

 

文
政
三
年 

（
一
八
二
〇
） 

   

文
政
四
年 

（
一
八
二
一
） 

  

文

政 

五

年

（
一
八
二
二
） 

 

文

政 

六

年

（
一
八
二
三
） 

 

文

政 

七

年

（
一
八
二
四
） 

 

文
政
八
年 

（
一
八
二
五
） 

  

                       

「
寶
泉
寺
新
住
持
來
」
と
あ
り
、
寶
泉
寺
の
住
職

は
見
瑞
巌
上
人
と
な
る 

碩
学
に
推
挽
さ
る
（
六
十
三
才
） 

 

江
戸
に
下
る 

  

高
野
山
龍
華
院
に
寶
泉
寺
か
ら
道
猷
上
人
が
登

っ
て
い
る 

  

2
/2

6
 
 
 

江
戸
を
出
発
し
歸
国
の
途
に
つ
く 

3
/2

9
  

神
辺
に
歸
る 

 
 
 
 

 

 2
/1

2
 
 
 

正
智
院
書
來
惠
氷
菽
二
袋 

3
/4

 
  

正
智
院
書
來 

啓
運
惠
凍
腐 

3
/7
 
 

正
智
院
書
來 

 
 
 

 

7
/2

9
  

高
野
正
智
院
書
來 

1
2

/2
1

 
 

高
野
顯
正
院
惠
氷
豆
腐 

 1
/1

0
  

寶
泉
院
來 

2
/8

 
  

得
正
智
院
惠
諸
菽 

 
 

 2
/4

 
  

高
野
正
智
院
及
啓
雲
（
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